
地震発生！その時あなたは？地震発生！その時あなたは？

＜家の中では＞

＜学校では＞ ＜職場では＞

＜スーパー・デパートでは＞ ＜エレベーターでは＞

●わが身と家族の
  身の安全を図る
● 頑丈な机やテーブルの下に潜る
● 座布団等があれば頭部を保護
● 家具の転倒や落下物に注意

● いつでも外に脱出できるよう、
　出口を確保

●戸を開けて出口を
  確保する

●あわてて外に
  飛び出さない
● 地震の揺れは、大体１分
● あわてて外に出ると、崩れた家屋や
　落下物で怪我をすることがある

● もし、火災が発生したら、
　あわてず初期消火
● 火災は、地震の被害を拡大する

●火の始末。
  あわてず、初期消火

●机の下に潜って落下物
  から身を守る
● 廊下、運動場、体育館では、
　中央部に集まって
　しゃがみこむ

●先生の指示に
  従って行動
● 自分であわてて判断しない
● 勝手に家に帰らない

●頭を保護
● 持っているバッグや
　買い物かごで頭を保護

●ガラスショーケースや
　陳列棚から離れる
● ガラスや瀬戸物、商品などが、ショーケースや陳列棚から
　落下・転倒するので、できるだけ離れた場所へ身を寄せる

●係員の指示に従って避難
● エレベーターホールや比較的商品の少ない場所、
　柱付近に身を寄せる
● あわてて出口へ殺到する
　と、大変危険
● 係員の指示に従い、
　あわてずに避難

●揺れを感じたら、すべての
  階のボタンを押す
● すべての階のボタンを押し、
　最寄りの階に避難する

●停止した階の
  状況を見て避難
● エレベーターが停止したら、その階の状況をまず確認
● 安全な状況を確認してから、避難

●閉じ込められても冷静に
● エレベーターには、「非常用呼び
　出しボタン」など、もしもの時に
　連絡が取れる手段が必ずある
● 外部から救助が来るまで、冷静に待機

● 窓際から逃げ、飛び散るガラスを浴びないようにする

●窓際から離れる

● 倒れたり落下してきた
　物から身を守るため、
　机の下に潜る

●ロッカー、キャビネット、ＯＡ機器
  などから離れる

● エレベーターは、使わない
● 頭部を鞄などで守り、
　落下物に注意

●外へ逃げるときは
  落下物に注意

屋内編

＜住宅地＞
●路地にあるブロック塀や
  石塀から離れる
● 住宅のブロック塀や石塀などは、
　強い揺れで倒れることもあるので、
　揺れを感じたら、塀から逃げる

● 住宅の2階にあるエアコンの室外機やプランター、屋根
　の瓦などが落下してくることもあるので、頭の上にも
　注意して避難

●屋根瓦やエアコン室外機などの落下に注意

＜山・丘陵地＞
●落石に注意
● 山にいるときは、まず落石から身を守る

● 地震の揺れで地盤が緩み、崩れ
　やすくなっている可能性もある
● 危険な場所へは、近づかない

●崖や急傾斜地に近づかない

●電柱や自動販売機
  からも離れる
● 住宅街にある電柱や自動販売機などが倒れてくることも
　あるので、できるだけ、そばから離れる

● 強い揺れが起きると、耐震性能の
　低い住宅は倒壊することもあり、
　道路に瓦礫や窓ガラスなどが散乱し、
　大変危険なことになる

●耐震性の低い住宅の倒壊

＜街中＞
●窓ガラス外壁のタイルなどの落下
● ビルの窓ガラスが割れて落下すると、広範囲に散乱
● 外壁に貼ってあるタイルが剥がれて落ちることもある
● 鞄などで頭を保護し、できるだけ建物から離れる

● 商店街のお店にある看板などが
　落下、転倒してくることもある
● 強い揺れを感じたときには、十分に注意

●お店の看板などの
  落下、転倒

屋外編

＜車を運転中の場合＞
●徐々にスピードを落とし、
  道路の左側に停車
● ハンドルをしっかりと握り、ゆっくりと
　ブレーキをかけ、徐々にスピードを落とす
● 道路の左側に止め、緊急車両の
　通行を妨げないように

● 車を止めたら、エンジンを切り、車内で待機
● すぐにラジオをつけ、
　地震の情報を入手

●揺れが収まるまで車内に

＜バス・電車＞
●急ブレーキに備える
● 危険を回避するため、急ブレーキをかけることもある
● 座っているときは、低い姿勢をとり、鞄などで頭を保護
● 立っているときには、手すりやつり皮をしっかり
　握って転倒しないように

● あわてずに、安全を確認して避難

●乗務員の指示に
  従って避難

● 会社などで自宅から離れた
　ところで地震にあったときには、
　無理に帰宅しない
● かえって二次災害の危険もある

●遠距離の帰宅は二次災害も
● 通行できる道路が限られ、
　交通機関も利用できなくなる
● 車での移動は、緊急車両の活動を
　妨げる

●帰宅する場合には、徒歩で
● 電話は通じにくくなります
● 遠隔地の親戚を連絡先にする
● NTTや携帯電話などの災害伝言ダイヤルなど
　で、家族の安否確認をとる

●家族の安否確認は災害伝言ダイヤルなどで

●車のキーはつけたまま
● 障害物にならないように、車のキーはつけたまま避難
● ドアロックもしないで、窓を閉めた状態で車を止めておく

● 自分の連絡先を車の見える
　場所に置く
● 貴重品を持って、徒歩で避難

●連絡先は
  見えるところに

乗り物編

【帰宅困難者になったら】
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